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面積…26.44k㎡

人口…115,291人（前月比-22）

　男…  55,073人

　女…  60,218人

世帯…  49,049　　

　（平成26年9月30日現在）
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市内全域から集うスポーツクラブ。対象
は高学年と中学生で、種目は女子サッ
カーと男子硬式テニス。問合せは特命
PT☎958-1111内線3530まで。

　平成25年度の決算を市議会にて認定いただきま

した。市長就任後まもなく黒字に転換し、以降平成

18年度から8年続けての黒字決算にすることがで

きました。

　我が国が成熟した社会になる一方で、少子高齢化

を伴う人口減少や景気の停滞、自己実現を目指すラ

イフスタイルの多様化など、新たな行政テーマが頻

出するなかでの安定した財政運営は、市民の皆様の

ご理解と、職員のみならず公共サービスに携わる全

ての担い手のたゆまぬ努力の成果だと思っています。

　自らの行政運営の姿勢を振り返り、今までの軌跡

に決しておごることなく、常に謙虚に見直しながら、

骨太で柔軟な財政運営を継続してまいります。

羽曳野市長 北川 嗣雄

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

と 畜 場 特 別 会 計

財 産 区 特 別 会 計

公共下水道特別会計

介護保険特別会計

土地取得特別会計

後期高齢者医療特別会計
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1,983,586
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歳　入

決算額 前年度比

41,940,636

14,014,512

230,460

124,065

4,127,614

8,373,602

177,305

217,429

1,376,255

108.7

100.7
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1,122,446

844,961

0

1,859,521

0

86,624

0

0

50,225

歳　出 歳入歳出
差引額決算額 前年度比

会計名

（千円・％）

健康ふれあいの郷事業
特 別 会 計

会計別歳入歳出決算額会計別歳入歳出決算額

水 道 事 業 会 計 2,158,726 98.2

総収益

決算額 前年度比

1,827,874 95.2 330,852

総費用

決算額 前年度比
純損益会計名

▲羽曳野中学校グラウンドで（女子サッカー）
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148,661円 65,066円 58,489円 29,161円 24,206円

21,416円 10,081円 2,868円 1,710円 1,174円

一般会計歳入歳出決算の内訳一般会計歳入歳出決算の内訳

消防費　11億6,518万円

議会費　3億3,152万円
商工費　1億9,764万円

農林水産業費　1億3,574万円

労働費　517万円

土木費
24億7,519万円

教育費
33億7,034万円 171億8,179万円

民生費

公債費
67億6,005万円

衛生費
27億9,767万円

一般会計歳出総額
419億4,064万円

市税
124億9,449万円

各種交付金
14億3,810万円

使用料・手数料・
分担金・負担金
8億8,963万円

地方譲与税　1億9,303万円

諸収入・その他　24億3,187万円

市債
74億6,780万円

一般会計歳入総額
430億6,308万円
一般会計歳入総額
430億6,308万円

一般会計歳出総額
419億4,064万円

市税
124億9,449万円

国・府支出金
97億2,277万円
国・府支出金
97億2,277万円

地方交付税
84億2,539万円
地方交付税
84億2,539万円

市債
74億6,780万円

土木費
24億7,519万円

衛生費
27億9,767万円

教育費
33億7,034万円

公債費
67億6,005万円

総務費
75億2,017万円
総務費
75億2,017万円

171億8,197万円
民生費

 

費
工
商

一般会計決算
歳入：４３０億６,３０８万円　歳出：４１９億４,０６４万円　実質収支：１１億２,０４３万円
※実質収支：歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの

一般会計決算
歳入：４３０億６,３０８万円　歳出：４１９億４,０６４万円　実質収支：１１億２,０４３万円
※実質収支：歳入歳出差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を差し引いたもの
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　「財政健全化法」では、地方公共団体の財政の健康状態を表す「健

全化判断比率」（４つの指標）を定めています。そして、この健全化判

断比率には財政の健全度合いを測る基準が次のとおり２つあります。

　また、水道や下水道などの公営企業会計には、「資金不足比率」

という経営状況をチェックする指標があります。

　平成25年度決算における本市の各指標は、いずれの基準もク

リアしています。しかしながら、本市を取り巻く財政状況は依然と

して地方交付税など依存財源に頼った財政運営体質と言えるこ

とができ、決して安定した状態にあるとは言えません。そのため、

今後も健全な財政運営に取り組まなければなりません。

①早期健全化基準
　財政健全化計画を立てて、自主的な改善努力が必要

※普通会計とは、一般会計、土地取得特別会計および健康ふれあいの郷事業特別会計の３会計を合わせたものを言います。
※標準財政規模とは、市税や普通交付税など、標準的な状態で通常収入されるであろう一般財源の規模を示すものです。

詳しい財政健全化法の制度の仕組みは、総務省ウェブサイトをご覧ください。　　問合せ　総務部財政課 ☎958－1111（内線3563）

平成25年度 下水道事業の財政状況 　～公共下水道特別会計決算より～平成25年度 下水道事業の財政状況 　～公共下水道特別会計決算より～
● 歳入と歳出の決算額はともに41億2,761万4千円で、前年度と比べ3億7,172万円(9.9％)増加
● 増加の主な要因は、建設費と借入金返済によるもの

一般会計からの繰入
14.11億円

借入
13.71億円

使用料など
11.79億円

借入金の返済
25.92億円

建設
10.15億円

維持管理
5.21億円
維持管理
5.21億円

使用料など
11.79億円

補助金
1.26億円

受益者負担金など
0.41億円

● 家庭や事業所などからの排水をきれいにするための費用13.6億円
● これらの費用は使用料でまかなわれるべきものですが、1.9億円が不足したため税金で補填

～汚水処理に要した費用と財源～

松原市

0 3,000
円

（家庭用20m3/月、H26.10.1現在）

2,5002,0001,5001,000500

藤井寺市

富田林市

河内長野市

羽曳野市

大阪狭山市

下水道使用料の水準　 ～近隣市との比較～

処理費用
13.6億円

使用料
11.7億円

税金
1.9億円

不足分

問合せ　下水道総務課総務企画担当 ☎958－1111（内線2361）

②財政再生基準
　財政再生計画を立てて、国の関与を受け、確実な再生が必要

すみやかな
下水道への接続に
ご協力お願いします！

指　　　標 概　　　　要 羽曳野市の比率 早期健全化基準 財政再生基準
健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 標準財政規模に対する、普通会計赤字額の比率 赤字額なし 12.23% 20.00%

連結実質赤字比率 標準財政規模に対する、全会計の赤字額の比率 赤字額なし 17.23% 30.00%

実質公債費比率 標準財政規模に対する、借入金返済額などの比率 10.4% 25.0% 35.0%

将来負担比率 標準財政規模に対する、将来に負担すべき実質的な負債額の比率 57.1% 350.0% 　

資
金
不
足
比
率

（対象会計） 概　　　　要 羽曳野市の比率 経営健全化基準
水道事業会計

各会計における、事業の規模に対する、資金不足額の比率

資金不足なし

20.0%と畜場特別会計 資金不足なし

公共下水道特別会計 資金不足なし

■羽曳野市平成２５年度決算に係る健全化判断比率および公営企業資金不足比率


